
菊
゜
口
゜
目
9
乏
昌
o
く
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の

成
立
期
の
研
究
に
つ
い
て

高
　
川
　
雄
　
美
　
子

は
じ
め
に

　
「
資
本
主
義
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
常
よ
く
耳
に
す
る
が
、
「
封
建
制
」

や
「
重
商
主
義
」
と
い
っ
た
言
葉
と
同
じ
よ
う
に
、
厳
密
に
定
義
す
る
こ

と
は
、
は
な
は
だ
難
し
い
。
　
「
も
し
も
資
本
主
義
と
い
う
も
の
が
、
資
本

の
所
有
者
た
ち
が
自
分
ら
の
金
銭
欲
の
た
め
に
産
業
を
管
理
す
る
こ
と

と
、
資
本
と
資
本
家
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
賃
金
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の

社
会
関
係
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
資
本
主
義
は
、
中
世
の
イ
タ

リ
ア
に
も
中
世
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
も
、
す
で
に
大
規
模
に
存
在
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
ω

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
」
と
目
9
ミ
器
団
は
述
べ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
資
本

主
義
が
、
単
に
利
潤
追
求
の
営
み
な
ら
ば
、
世
界
史
上
ど
の
時
代
の
ど
の

地
域
に
も
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
宗
教
の
社
会
観
や
社
会
的
な
影
響
力
に
つ
い
て
、
一
つ
の
理
論
を
系
統

立
て
よ
う
と
し
た
ド
イ
ッ
の
学
者
ヨ
婁
≦
o
げ
霞
は
、
”
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
”
の
中
で
、
「
資
本
主
義
の
精
神
」

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
≦
。
び
。
「
が
「
資
本
主
義
の
精
神
」
と
い
う
場
合

は
、
近
代
的
産
業
資
本
に
適
合
す
る
近
代
の
資
本
主
義
（
α
霞
ヨ
。
号
ヨ
。

丙
巷
蕾
房
ヨ
ロ
ω
）
の
精
神
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
壽
げ
2
は
、
西
ヨ

ー
ロ
ヅ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
近
代
資
本
主
義
を
、
「
人
類
の
歴
史
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
り

古
い
」
資
本
主
義
と
区
別
し
て
い
る
。
「
『
資
本
主
義
』
は
中
国
に
も
、

イ
ン
ド
に
も
、
パ
ピ
ロ
ン
に
も
、
ま
た
古
代
に
も
、
中
世
に
も
存
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

い
た
。
…
…
そ
れ
ら
の
資
本
主
義
は
…
…
」
近
代
の
資
本
主
義
と
「
決
定

的
な
意
味
を
も
つ
諸
特
徴
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
遠
く
か
け
は
な
れ
た
も
の

　
　
　
　
⑤

で
あ
っ
た
。
」
そ
し
て
、
「
人
類
の
歴
史
と
と
も
に
古
い
」
資
本
主
義
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

抗
し
て
近
代
の
資
本
主
義
が
現
わ
れ
て
来
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

　
西
洋
に
お
け
る
近
代
資
本
主
義
は
、
産
業
革
命
を
契
機
と
し
て
完
成
し

た
形
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
異
論
の
な
い
こ
と
で
あ

ω
る
。
本
稿
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
近
代
資
本
主
義
の
完
成
ま
で
と
り
あ
げ
る
こ

と
は
、
と
て
も
で
き
な
い
の
で
、
空
9
母
山
属
魯
曼
日
，
・
ミ
コ
醸
の
論
文
を

通
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
近
代
資
本
主
義
の
成
立
期
を
、
経
済
史
的
な
側
面
と

一72一



ミR．H．Tawneyによるイギリス資本主義の成立期の研究について〃

精
神
史
的
な
側
面
か
ら
研
究
し
た
も
の
を
発
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
1
）
　
『
宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆
』
↓
俘
≦
ロ
醸
著
。
出
口
勇
蔵
．
越
智
武
臣

　
　
　
訳
岩
波
文
庫
下
巻
一
四
四
頁
。

（
2
）
　
「
人
類
の
歴
史
と
と
も
に
古
い
」
こ
の
言
葉
は
『
近
代
資
本
主
義
の
系

　
　
譜
』
大
塚
久
雄
著
学
生
書
房
九
八
頁
1
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ー
ズ
ム

　
　
　
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』

　
　
　
ζ
鎚
≦
。
げ
2
著
。
梶
山
力
・
大
塚
久
雄
訳
岩
波
文
庫
上
巻
一
四
二

　
　
　
頁
よ
り
引
用
。

（
3
）
　
「
人
類
の
歴
史
と
と
も
に
古
い
」
資
本
主
義
（
前
期
的
資
本
主
義
）
を

　
　
　
≦
o
げ
①
【
は
、
「
賎
民
的
資
本
主
義
」
℃
。
「
一
㌣
閑
ゼ
冨
一
一
。
・
ヨ
島
と
名
づ
け

　
　
　
て
い
る
。

（
4
）
・
（
5
）
　
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ー
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
上

　
　
　
巻
四
四
頁
下
巻
一
九
八
頁
こ
こ
で
上
巻
一
四
三
頁
を
参
照
。
「
自
由
な

　
　
　
（
形
式
上
）
賃
金
労
働
者
た
ち
の
労
働
上
の
虹
に
築
か
れ
る
『
合
理
的

　
　
　
・
経
営
的
な
産
業
組
織
』
こ
の
よ
う
な
産
業
経
営
の
普
及
に
基
づ
い
て
、

　
　
　
社
会
の
『
欲
求
充
足
が
も
っ
ぱ
ら
市
場
関
係
と
収
利
性
を
指
向
し
な
が

　
　
　
ら
遂
行
さ
れ
る
』
そ
の
よ
う
な
域
ま
で
到
達
し
た
営
利
経
済
」
を
近
代

　
　
　
資
本
主
義
は
意
味
す
る
。

（
6
）
・
前
掲
論
文
上
巻
一
四
三
頁
。

（
7
）
　
『
近
代
資
本
主
義
の
系
譜
』
七
三
頁
。

工

O
q
o
づ
ε
《
の
勃
興

封
建
制
の
下
部
構
造
を
な
す
荘
園
制
度
の
崩
壊
は
、
イ
ギ
リ
ス
中
世
末

期
の
社
会
経
済
史
の
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
貨
幣
経
済

の
発
展
を
契
機
と
し
て
、
賦
役
労
働
1
1
労
働
地
代
に
よ
る
領
主
直
営
地
経

営
の
解
体
、
そ
れ
に
と
も
な
う
賦
役
労
働
の
金
納
化
、
直
営
地
の
貨
出
し

と
い
う
過
程
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
封
建
的
危
機
皿
領
主
的
危
機
で
あ

り
、
封
建
的
生
産
関
係
の
基
本
的
条
件
の
破
壊
で
あ
っ
た
刃
し
か
し
、
こ

髭
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
賦
役
制
を
領
主
制
的
収
取
関

係
の
基
軸
と
し
て
、
さ
ら
に
農
村
共
同
体
的
規
制
を
そ
の
支
柱
と
し
て
構

成
さ
れ
る
封
建
的
土
地
所
有
制
と
農
奴
制
が
、
そ
の
基
礎
的
条
件
を
な
し

て
い
る
中
部
お
よ
び
南
部
の
典
型
的
荘
園
の
他
に
、
東
部
お
よ
び
北
部

に
、
荘
園
化
過
程
に
抵
抗
し
つ
づ
け
た
自
由
な
も
し
く
は
無
領
主
村
落
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
惹
。
こ
の
よ
う
な
非
荘
園
的
所
領
に
自
由
農
民

の
残
存
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
以
外
の
ヨ
磐
霞
社
会
と
顕
者
な
対
照
を
な

し
た
。
そ
れ
故
、
中
小
日
雪
o
『
な
い
し
、
非
荘
園
的
所
領
は
、
典
型
的

荘
園
と
並
ん
で
、
中
世
イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
の
重
要
な
構
成
要
素
を
な
し

　
　
　
　
　
　
②

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
農
民
経
済
を
あ
る
程
度
独
立
さ
せ
、
領
主
農
民
関
係
に
契
約
的
要
素
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

も
た
ら
し
た
貨
幣
地
代
は
農
奴
解
放
に
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
持
っ
て
い

た
。
そ
れ
は
、
労
働
地
代
と
現
物
地
代
を
金
納
に
代
替
さ
せ
た
こ
と
に
よ

り
、
農
民
が
人
格
的
自
由
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
人
格
的
自
由
に
よ
っ
て
富
農
は
、
獲
得
し
た
土
地
や
蓄
積
し
た
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

を
、
領
主
に
取
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
だ
が
、
初
期
の
代
納
制
が
農
奴
を
強

制
労
働
か
ら
解
放
し
た
と
は
、
一
概
に
い
え
な
い
理
由
が
あ
る
。
「
領
主
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の
借
地
人
と
し
て
、
農
民
は
な
お
か
つ
土
地
に
附
随
し
た
諸
義
務
を
負

い
、
し
ば
し
ば
貨
幣
地
代
と
と
も
に
、
労
働
地
代
や
物
納
地
代
も
な
お
若
干

残
存
し
た
。
か
れ
は
も
は
や
法
的
に
は
土
地
と
領
主
に
束
縛
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
実
際
の
必
要
上
そ
の
保
有
地
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

建
地
代
は
な
お
重
く
、
か
れ
の
上
に
の
し
か
玉
っ
て
い
た
。
L
そ
し
て
短

期
間
で
は
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
典
型
的
荘
園
に
お
い
て
は
、
貨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

幣
経
済
の
進
行
に
平
行
し
て
封
建
的
反
動
が
起
っ
た
。
他
方
、
小
規
模
な

非
荘
園
的
・
世
俗
的
所
領
に
お
い
て
は
、
貨
幣
地
代
が
増
大
し
つ
エ
あ
っ

た
。
「
即
ち
、
『
領
主
経
済
』
自
体
が
直
接
に
商
業
化
し
、
貨
幣
経
済
化
す

る
場
合
、
一
般
的
に
賦
役
が
増
大
し
て
行
く
い
わ
ゆ
る
『
領
主
型
』
を
展

開
す
る
の
に
対
比
し
て
『
農
民
経
済
』
が
直
接
に
比
較
的
地
方
的
な
商
品

・
貨
幣
経
済
の
中
に
ま
き
こ
ま
れ
る
場
合
に
は
貨
幣
地
代
の
増
大
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

く
い
わ
ゆ
る
『
農
民
型
』
を
展
開
す
る
。
」

　
貨
幣
経
済
の
進
展
は
、
一
方
に
賦
役
の
増
大
と
農
型
的
荘
園
形
成
を
も

た
ら
し
、
他
方
に
貨
幣
地
代
の
増
大
と
荘
園
制
解
体
化
を
誘
致
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

で
、
封
建
的
土
地
所
有
者
層
は
二
層
に
分
化
し
た
。
そ
し
て
小
貴
族
ぎ
・

粛
琴
『
8
畠
と
自
由
土
地
保
有
農
の
上
層
、
こ
れ
に
市
民
的
（
商
業
資
本

家
的
）
要
素
が
加
わ
っ
て
o
q
。
暮
蔓
層
が
形
成
さ
れ
、
か
つ
急
速
に
増
加

　
　
　
　
⑨

し
て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
典
型
的
荘
園
を
経
済
的
基
礎
と
す
る
大
貴
族

げ
母
o
呂
α
q
。
と
の
社
会
的
性
格
の
差
が
ま
す
ま
す
判
然
と
し
て
行
く
の
で

あ
る
。

　
「
↓
鼠
o
『
朝
の
時
代
は
商
業
の
時
代
で
あ
り
、
後
に
な
る
ほ
ど
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
¢

す
ま
す
商
業
が
繁
栄
し
て
く
る
。
」
　
「
臨
①
鳶
罵
≦
の
治
世
か
ら
政
府
は
、

貿
易
と
産
業
を
奨
励
す
る
条
件
育
成
へ
関
心
を
向
け
て
い
っ
た
の
で
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

の
点
ま
さ
し
く
、
商
業
の
時
代
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
」
そ
し
て
「
イ
ギ

リ
ス
の
社
会
機
構
は
、
こ
の
著
し
い
商
業
活
動
が
、
ま
た
た
く
ま
に
農
業

と
土
地
関
係
に
反
応
す
る
よ
う
な
仕
組
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
国
々
で
は

商
業
と
農
業
の
間
に
、
は
っ
き
り
と
し
た
線
が
引
か
れ
、
地
主
は
品
位
を

落
さ
ず
に
貿
易
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
商
人
も
ま
た
貴
族
の
土
地

を
買
え
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
よ
う
な
例
は
み
ら
れ
な
い
。
」

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
地
主
階
級
の
脱
落
老
た
ち
は
、
大
陸
に
お
け
る
よ

う
に
、
古
い
身
分
に
し
が
み
つ
い
て
そ
の
階
級
全
部
を
沈
め
て
し
ま
う
よ

う
な
こ
と
は
せ
ず
、
収
入
が
な
く
な
る
と
慎
し
み
深
く
姿
を
消
し
て
い
っ

た
し
、
成
功
者
た
ち
は
新
し
い
貴
族
に
な
り
上
っ
て
い
っ
た
。
貴
族
に
な

っ
た
も
の
は
、
一
人
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
」
即
ち
社
会
構
成
体
の
上

層
部
が
、
崩
壊
し
つ
玉
同
時
に
再
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
階
層
の
区
分
は
身
分
と
法
律
上
の
特
権
に
よ

る
の
で
は
な
く
て
、
富
の
多
少
に
よ
っ
て
階
層
が
決
っ
た
と
目
p
ミ
器
嘱
は

考
え
る
。
目
9
≦
器
矯
に
よ
れ
ば
、
碗
9
葭
団
と
は
涛
己
ひ
q
揮
を
含
み
、
自

由
に
下
か
ら
補
充
さ
れ
て
来
る
階
層
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
不
統
一
は
や

む
を
え
ず
、
特
殊
事
情
に
よ
っ
て
生
じ
た
弾
力
性
は
、
正
確
な
分
類
を
す

る
の
に
は
、
都
合
の
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
「
し
か
し
こ
う
い
う
腰
昧
さ

に
も
か
Σ
わ
ら
ず
、
こ
の
社
会
層
を
見
分
け
る
こ
と
は
困
難
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
構
成
員
の
富
に
は
非
常
な
差
が
あ
っ
た
し
、
そ
の
両
端
は
不
揃
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い
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
中
核
は
は
っ
き
り
と
ま
と
ま
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
む

た
。
こ
の
中
核
を
構
成
し
て
い
た
の
は
、
ま
ず
網
8
日
碧
よ
り
は
上
で
貴

族
よ
り
は
下
の
土
地
所
有
者
と
、
こ
れ
に
加
え
て
、
か
つ
て
の
貧
農
の
あ

と
を
つ
い
で
、
直
営
地
の
定
期
借
地
人
と
な
っ
た
裕
福
な
借
地
農
や
、
あ

る
い
は
そ
の
一
族
の
小
作
人
た
ち
、
つ
ぎ
に
、
有
名
な
法
律
家
や
僧
侶

や
、
と
き
に
は
医
者
な
ど
と
い
う
よ
う
な
、
や
は
り
急
激
に
増
え
つ
エ
あ

っ
た
専
門
職
業
の
人
々
、
そ
し
て
裕
福
な
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
」
と
↓
四
・

≦
昌
超
は
述
べ
て
い
る
。

　
で
は
、
地
主
と
い
う
点
で
α
q
①
馨
蔓
と
同
じ
で
あ
っ
た
貴
族
の
没
落
を
、

↓
9
≦
ロ
昌
は
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
名
門
旧
家
は
大
き
な
所
領
を
う
け
つ
い
で
い
る
と
と
も
に
、
し
ば
し

ば
大
き
な
負
担
を
も
う
け
つ
い
で
い
た
。
そ
の
経
費
は
昔
ど
お
り
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

も
の
で
あ
っ
た
が
、
収
入
は
昔
ど
お
り
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
」
そ
れ

に
「
代
々
の
負
担
に
加
え
て
、
新
し
い
奢
修
と
流
行
の
世
界
が
あ
ら
わ
れ

　
　
　
㈲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

て
来
る
。
」
こ
の
た
め
貴
族
の
財
産
は
、
見
か
け
倒
し
と
な
っ
て
い
た
。

「
大
所
領
を
支
配
し
て
い
る
行
政
機
構
は
、
国
家
機
構
と
同
様
の
欠
陥
を

縮
図
的
に
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
繁
雑
で
、
保
守
的
で
、
伝
統
的
な
や
り

方
か
ら
新
し
い
投
機
的
企
業
的
な
や
り
方
へ
は
、
な
か
な
か
変
え
ら
れ
な

か
っ
齢
貴
族
の
生
活
に
い
く
ら
か
の
改
良
が
な
さ
れ
た
が
二
時
の

気
休
め
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
目
”
≦
器
団
は
考
え
た
。
↓
騨
≦
器
団
の
い
わ

ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
旧
貴
族
は
豊
か
な
富
を
う
け
つ
ぎ
な
が
ら
、
こ
れ

を
経
済
面
で
利
用
し
て
行
く
能
力
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
七
て
、
o
q
自
・

け
曼
た
ち
の
多
く
は
鋭
敏
な
借
地
農
で
あ
り
、
事
業
家
で
あ
っ
て
、
商
業

の
発
展
や
改
良
農
法
の
成
果
を
よ
り
良
く
と
り
い
れ
う
る
立
場
に
あ
っ

た
。
そ
れ
故
、
一
連
の
農
業
革
命
の
甘
い
汁
を
吸
っ
た
の
は
、
　
ひ
q
①
三
蔓

た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
農
業
革
命
の
結
果
は
大
所
有
地
と
小
所
有
地
の

減
少
で
あ
り
、
中
所
有
地
の
増
加
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
1
）

（（32
））

（（5’4
））

（（76
））

『
イ
ギ
リ
ス
農
村
社
会
経
済
史
』
新
井
嘉
之
作
著
。
御
茶
の
水
書
房
八

五
頁
。

前
掲
論
文
八
四
－
八
五
頁

解
放
の
強
制
的
売
却
に
よ
り
貧
し
い
農
民
は
、
高
利
貸
の
債
奴
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
。
即
ち
自
由
の
購
買
が
農
民
の
階
層
分
化
過
程
を
促
進

さ
せ
た
と
い
う
こ
と
も
留
意
さ
れ
た
い
。

『
イ
ギ
リ
ス
農
村
社
会
経
済
史
』
新
井
嘉
之
作
著
。
一
〇
八
頁
。

イ
ギ
リ
ス
の
い
わ
ゆ
る
正
統
派
史
学
者
の
見
解
i
封
建
的
反
動
の
一

因
は
、
＝
二
世
紀
に
お
け
る
急
速
な
人
ロ
増
加
と
そ
れ
に
と
も
な
う
土

地
不
足
で
あ
っ
た
と
す
る
。
即
ち
、
農
奴
の
家
族
数
が
増
加
す
る
に
つ

れ
、
一
人
の
農
民
に
帰
す
る
開
放
耕
地
内
の
地
条
の
数
は
少
く
な
っ

た
。
生
活
手
段
に
対
す
る
人
ロ
の
圧
力
と
耕
作
地
を
も
と
め
て
の
競
争

は
、
領
主
の
管
理
人
が
農
奴
と
の
間
に
よ
り
苛
酷
な
契
約
を
結
び
、
他

の
土
地
の
保
有
条
件
と
し
て
領
主
直
営
地
の
耕
作
労
働
の
要
求
を
よ
グ

厳
重
に
再
強
制
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
イ
ギ
リ
ス
農
村
社
会
経
済
史
』
新
井
嘉
之
作
著
。
一
＝
二
頁
。

大
規
模
所
領
ー
大
貴
族
げ
碧
o
冨
ぴ
q
。
賦
役
増
大
　
中
小
規
模
所
領
ー

小
貴
族
ぎ
茜
ゴ
子
o
o
ユ
貨
幣
地
代
の
増
大
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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（（98
））

（
1
0
）

（13

）

（　　（
12　11
）　　）

（
1
4
）

（
1
5
）

『
イ
ギ
リ
ス
農
村
社
会
経
済
史
』
新
井
嘉
之
作
著
一
五
〇
頁

国
゜
＝
°
日
餌
≦
器
ざ
　
〉
σ
q
「
碧
冨
昌
　
り
『
o
＝
①
日
　
ぎ
仲
冨
o
o
一
x
冨
①
三
7

0
①
昌
ε
蔓
゜
勺
』
c
。
9
1

一
窪
山
・
コ
。
。
O
°
法
令
を
見
れ
ば
1
零
誘
o
｛
チ
①
℃
ユ
遷
O
o
ロ
5
°
昌

や
＝
。
口
蔓
白
噛
＝
。
ロ
蔓
自
℃
国
守
国
げ
2
7
女
王
治
世
の
∪
。
ヨ
羽
蓉

60

x
3
℃
碧
。
「
ω
に
よ
っ
て
政
府
が
、
産
業
商
業
を
促
進
さ
せ
る
方
策
の

工
夫
に
、
ど
ん
な
に
専
念
し
て
い
た
か
、
よ
く
わ
か
る
。

同
げ
一
店
旧
℃
H
o
o
刈

『
ジ
ェ
ソ
ト
リ
ー
の
勃
興
』
↓
9
≦
コ
。
鴇
著
、
浜
林
正
夫
訳
未
来
社
一
一
頁

一
五
・
一
六
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
農
民
は
、
そ
の
土
地
保
有
の
法

的
形
式
か
ら
み
る
と
、
自
由
土
地
保
有
農
浄
。
o
ゴ
o
乙
①
「
慣
習
的
土
地
保

有
農
。
島
件
o
ヨ
凶
蔓
冨
冨
馨
と
定
期
小
作
農
一
＄
器
き
o
匡
臼
の
三
種
類

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
法
律
家
に
よ
る
と
h
鴇
卑
o
匡
臼
の

う
ち
年
収
お
号
一
＝
ぎ
㈹
以
上
を
有
し
自
耕
す
る
者
が
、
罵
o
ヨ
雪
と
さ

れ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
範
囲
を
↓
餌
謹
ロ
o
冤
は
押
広
げ
富
裕
か
つ
自
由

に
な
っ
た
8
風
o
日
国
曼
δ
冨
三
の
上
層
を
も
併
せ
て
、
罵
8
ヨ
9
・
コ
と

考
え
て
い
る
。

閃
゜
工
゜
↓
o
≦
g
ざ
　
〉
σ
q
「
僧
ユ
碧
℃
δ
げ
一
〇
旨
ぎ
チ
①
ω
一
x
器
①
三
『

O
o
づ
ε
曼
勺
B
↓
c
o

『
ジ
ェ
ン
干
リ
ー
の
勃
興
』
↓
ρ
。
≦
器
《
著
＝
二
頁

（18

）

（16

）

（17

）

前
掲
論
文
一
＝
頁

　
　
　
前
掲
論
文
一

前
掲
論
文
二
三
頁

一
二
頁

皿
　
宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆

≦
。
げ
臼
は
、
竃
o
緊
窃
ρ
艮
窪
　
の
”
法
の
精
神
”
第
二
〇
巻
七
章
に
あ

る
文
章
ー
イ
ギ
リ
ス
人
は
三
つ
の
重
要
な
こ
と
が
ら
、
即
ち
、
信
仰
と
商

業
と
自
由
と
に
お
い
て
は
、
他
の
国
民
よ
り
は
馬
は
る
か
に
立
ち
ま
さ
っ

て
い
た
ー
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
，
信
仰
に
負
う
て
、
政
治
上
の
自
由
な

諸
制
度
を
作
り
上
げ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
営
利
活
動
の
領
域
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

卓
越
し
て
い
た
こ
と
も
ま
た
信
仰
に
負
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
問
を
持
ち
、
営
利
治
動
と
信
仰
と
の
関
係
を
結
び
つ
け
る
の

に
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
が
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
と
考
え
た
。
壽
げ
興

の
場
合
、
問
題
を
解
く
鍵
が
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
あ
っ
た
の
で
、
当
然
の

こ
と
と
し
て
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
が
彼
の
論
理
の
中
で
大
き
な
位
置
を
し
．

め
た
の
で
あ
る
。
目
騨
≦
器
団
と
≦
o
げ
霞
の
論
理
の
決
定
的
な
分
岐
点

は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
。

目
ゆ
≦
器
鴫
は
0
巴
三
ロ
の
高
利
論
に
、
　
壽
げ
霞
は
職
業
倫
理
に
ス
ポ
ヅ

ト
を
あ
て
て
い
る
。

　
↓
9
≦
口
o
団
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
誕
生
に
よ
っ
て
「
永
い
間
の
道
徳

的
、
精
神
的
な
葛
藤
の
あ
と
で
、
社
会
的
便
宜
主
義
に
つ
い
て
の
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

観
念
が
芽
ば
え
、
経
済
思
想
の
新
し
い
筋
道
が
生
れ
た
」
と
考
え
た
。
ま

た
目
p
≦
昌
昌
は
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
、
経
済
問
題
を
処
理
す
る
場

合
、
独
自
の
規
範
西
厳
格
な
ひ
と
つ
の
規
範
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い

　
③る
。
し
か
し
な
が
ら
、
　
↓
9
≦
昌
o
同
は
、
「
お
よ
そ
思
想
と
い
う
も
の
は
う
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そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
と
な
る
と
、
往
々
に
し
て
、
そ
航
を
唱
え
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

を
当
惑
さ
せ
る
よ
う
な
系
譜
を
も
っ
て
い
る
も
の
だ
。
」
と
述
ぺ
て
い
る
。

そ
し
て
↓
p
≦
⇒
昌
に
よ
れ
ば
、
「
あ
る
歴
史
家
た
ち
も
論
じ
て
い
る
よ

う
に
、
自
由
放
任
の
哲
学
が
中
産
階
級
の
あ
い
だ
に
O
巴
く
言
主
義
が
ひ

ろ
が
っ
た
結
果
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
も
間
接
的
な

ま
わ
り
道
を
通
っ
て
そ
う
な
っ
た
ま
で
の
こ
と
で
、
こ
の
点
、
宗
教
的

寛
容
の
発
展
と
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
由
放
任
の
哲
学
が
受
け

い
れ
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
O
巴
≦
昌
主
義
の
歴
史
か
ら

い
え
ば
、
ず
っ
と
の
ち
に
な
っ
て
0
9
〈
言
主
義
が
修
正
を
受
け
た
結
果

と
し
て
か
、
ま
た
は
、
た
が
い
に
争
っ
て
い
る
権
力
者
た
ち
の
あ
い
だ
の

勢
力
均
衡
の
結
果
と
し
て
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
と
し
て
そ
の
哲
学
は
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
」
「
…
…
結
局
の
と
こ
ろ
、
理
論
と
実
践
と
は

ど
こ
ま
で
も
別
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
理
論
を
吟
味
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
あ
な
が
ち
抽
象
的
な
も
の
を
追
い
ま
わ
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で

　
⑥

あ
る
。
」
さ
ら
に
↓
国
≦
コ
o
団
は
続
け
る
。
O
』
〈
冒
は
多
く
の
制
限
を
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

け
た
も
の
の
、
適
度
な
利
子
を
許
し
た
の
で
、
O
鉱
く
ぎ
主
義
の
「
は
じ
ま

り
は
、
権
威
主
義
的
な
統
制
主
義
の
典
型
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
お
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
功
利
主
義
に
近
い
個
人
主
義
に
則
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
」
「
実
業

界
に
気
に
入
ら
れ
た
個
人
主
義
は
、
清
教
主
義
の
著
し
い
特
徴
と
な
り
、

ま
た
一
つ
の
政
治
力
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
俗
化
す
る
と
と
も
に
妥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

協
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
。
」
　
要
す
る
に
、
目
p
≦
器
矯
は
、
価
値
の
標
準
が

変
わ
っ
て
人
間
と
し
て
生
れ
な
が
ら
も
っ
て
い
る
弱
点
が
、
評
判
の
よ
い

美
徳
に
か
わ
っ
て
き
た
の
だ
と
論
述
す
る
。
目
薗
≦
口
醸
の
い
う
よ
う
に
、

清
教
主
義
が
た
ど
え
O
巴
く
ぎ
の
神
学
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
商
業
の
盛
ん

な
時
代
の
実
際
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
、
「
世
俗
化
す
る
と
と
も
に
、
妥
協

の
道
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
」
の
な
ら
、
当
時
勃
興
し
つ
Σ
あ
っ
た
σ
q
①
暮
昌

層
に
と
っ
て
、
好
都
合
の
宗
教
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
（
1
）
　
『
プ
ロ
デ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
上
巻
三
二
頁

　
（
2
）
　
『
宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆
』
上
巻
　
　
一
一
六
頁

　
（
3
）
・
（
4
）
・
（
5
）
・
（
6
）
・
（
7
）
・
（
8
）
・
（
9
）
　
前
掲
論
文
。
上
巻
一
七

　
　
　
四
頁
、
上
巻
四
八
頁
、
上
巻
一
八
七
頁
、
上
巻
三
八
頁
、
上
巻
一
九
五

　
　
　
頁
（
下
巻
一
四
六
）
、
下
巻
一
三
七
・
下
巻
一
四
八
頁

ま
と
め

　
こ
Σ
で
、
↓
9
≦
昌
の
論
じ
た
α
q
①
暮
蔓
層
に
つ
い
て
も
う
一
度
ふ
り

か
え
っ
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
↓
㊤
≦
器
鴇
に
よ
れ
ば
σ
q
。
算
蔓
階
級
と

は
、
「
貴
族
よ
り
は
下
で
網
8
B
碧
よ
り
は
上
」
の
階
級
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
一
見
、
鳴
暮
曼
階
級
を
構
成
し
て
い
る
人
た
ち
は
明
ら
か

な
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
は
な
は
だ
暖
昧
な
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
貴

族
は
旧
貴
族
の
こ
と
で
あ
り
、
新
貴
族
器
≦
ヨ
o
旨
を
含
ん
で
い
な
い
の

で
あ
る
。
旧
貴
族
と
新
貴
族
の
限
界
は
相
互
に
混
っ
て
い
る
の
で
、
両
者

を
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
網
8
，

ヨ
き
と
o
q
①
耳
蔓
の
区
別
は
「
土
地
を
耕
す
か
、
耕
さ
な
い
か
」
に
あ
る

の
に
、
↓
四
≦
器
団
は
望
8
B
き
で
あ
っ
て
も
経
済
的
地
位
の
向
上
に
よ
っ

て
ぴ
q
①
三
「
楓
層
に
補
充
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
、
「
裕

一77一
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、

福
な
借
地
農
や
、
あ
る
い
は
そ
の
一
族
の
小
作
人
た
ち
」
ま
で
も
゜
q
①
馨
蔓

層
に
加
え
て
い
る
の
で
、
「
土
地
を
耕
す
か
、
耕
さ
な
い
か
」
と
い
う
リ

ト
マ
ス
試
験
紙
は
、
す
っ
か
り
効
力
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
土
地
を
持
ち
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
は
す
べ
て
Φ
q
①
馨
蔓
層
に

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
な
る
ほ
ど
目
”
≦
器
団
は
o
q
①
馨
蔓
た

ち
が
、
地
主
で
あ
り
、
同
時
に
商
人
・
金
融
業
者
で
あ
る
こ
と
を
是
認
し

　
　
　
ω

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
論
理
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

↓
四
≦
5
昌
は
清
教
主
義
が
σ
q
Φ
暮
蔓
階
級
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
説

明
し
え
た
。
だ
が
、
結
果
的
に
清
教
徒
革
命
を
、
没
落
貴
族
階
級
と
o
q
。
・

9
蔓
階
級
－
独
占
資
本
家
、
金
融
業
者
、
金
利
生
活
者
を
も
含
ん
だ
階

　
　
　
②

級
1
の
対
抗
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
↓
帥
毛
，

器
矯
は
o
q
。
鼻
曼
の
存
在
に
こ
だ
わ
り
、
過
大
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
、
非
常
に
天
き
な
混
乱
に
落
ち
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
9
一
く
ぎ
は
、
適
度
な
利
子
を
許
し
は
し
な
か
っ
た
。
　
「
利
子
禁
止
の

有
無
が
ー
そ
れ
に
類
す
る
も
の
は
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
倫
理
に
、

ほ
と
ん
ど
一
様
に
み
ら
れ
る
も
の
だ
！
1
ほ
か
な
ら
ぬ
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と

宗
教
改
革
の
倫
理
と
を
分
か
つ
決
定
的
相
違
点
だ
と
頭
か
ら
前
提
し
て
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

玉
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
ひ
ど
い
話
で
あ
る
。
」
0
9
。
三
戸
カ

ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
、
お
よ
び
そ
の
他
の
コ
ピ
馨
碧
」
諸
教
派
の
「
建
設
者
、

あ
る
い
は
代
表
者
た
ち
が
、
わ
れ
わ
れ
の
い
う
『
資
本
主
義
精
神
』
の
喚

起
を
何
ら
か
の
意
味
で
生
涯
の
目
的
と
し
た
な
ど
と
い
う
よ
う
に
解
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
う
ち
の
誰
か
黛
世
俗
的
財
貨
の
追
求
を
自
己
目

的
と
し
て
、
こ
れ
に
倫
理
的
価
値
を
認
め
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
到
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
以
上
の
よ
う
に
考
え
た
≦
①
9
『
は
、
正
し

か
っ
た
と
い
え
る
。
↓
”
ミ
昌
o
鴇
は
O
旦
く
ぎ
の
高
利
論
を
と
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
清
教
徒
革
命
を
論
ず
る
の
に
無
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
≦
①
冨
「
に
よ
れ
ば
、
勺
霞
蕾
旨
は
「
賎
民
的
資
本
主
義
」
的
「
商
事
会

社
、
高
利
貸
業
者
、
『
両
替
す
る
者
』
、
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
や
国
王
、
議
会

か
ら
庇
護
さ
れ
た
独
占
商
人
、
大
投
機
業
者
、
銀
行
業
者
に
対
し
て
激
烈

　
　
　
　
　
　
⑥

な
闘
争
を
企
て
た
」
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は

反
倫
理
的
性
格
を
も
つ
商
人
や
高
利
貸
を
「
解
放
」
す
る
ど
こ
ろ
か
「
束

縛
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
の
産
業
資
本
に
適
合
す
る
「
資
本
主
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

精
神
」
の
誕
生
に
、
促
進
的
役
割
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
近
代

化
と
は
非
宗
教
化
1
1
世
俗
化
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
宗

教
的
形
成
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
≦
。
冨
噌
は
述
べ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

『
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
の
勃
興
』
四
一
頁

『
宗
教
と
資
本
主
義
の
興
隆
』
　
上
巻
一
四
九
頁

↓
・
≦
ロ
。
鴇
の
研
究
を
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
↓
口
乏
器
鴇
の
分
析
を
も
っ

と
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ぼ
q
o
コ
ρ
量
階
級
は
よ
り
は
っ
き
り
し
た
姿
を

現
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
　
上
巻
八
五

－
九
〇
頁

前
掲
論
文
　
　
上
巻
一
三
五
頁

前
掲
論
文
　
　
上
巻
＝
八
頁

前
掲
論
文
　
　
下
巻
二
三
一
ー
二
三
四
頁
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